
《
国
際
家
族
法
研
究
会
報
告
（
第
29
回
）
》

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
相
続
法

足
立
　
文
美
恵

一
　
は
じ
め
に

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
一
九
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
統
治
を
受
け
、

英
領
イ
ン
ド
の
法
が
多
く
導
入
さ
れ
た
。
英
領
イ
ン
ド
の
法
と
は
、
イ

ン
ド
を
統
治
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
基
礎
と
し
て

イ
ン
ド
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
部
の

法
分
野
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
と
の
類
似
が
な
い
こ
と
か
ら
、
英

領
イ
ン
ド
の
法
を
導
入
せ
ず
、
当
時
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
存
在
し
た
慣
習

法
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
た
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
法
制
史
に
つ
い
て
、
奥
平

龍
二
「
ビ
ル
マ
法
制
史
研
究
入
門
―
伝
統
法
の
歴
史
的
役
割
」
日
本
図
書
刊

行
会
（
二
〇
〇
二
）
を
参
照
）。
相
続
法
は
、
英
領
イ
ン
ド
の
法
が
導
入

さ
れ
な
か
っ
た
法
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
慣
習
法
は
、
現
在
で
も
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
仏
教
徒
の
相
続
を
規
律
し
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
相

続
法
に
お
い
て
、
法
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
仏
教
徒
に
適
用
さ
れ
る
慣
習
法
で
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒

慣
習
法
（M

yanm
ar Buddhist Custom

ary Law

）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
慣

習
法
（M

yanm
ar Custom

ary Law

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

仏
教
徒
慣
習
法
の
相
続
法
に
つ
い
て
、
概
観
し
た
い
。

二
　
相
続
法
の
法
源

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
一
八
九
八
年
ビ
ル
マ
法
令
法
（Burm

a Law
s 

A
ct 1898

）
が
制
定
さ
れ
、
相
続
、
婚
姻
な
ど
の
問
題
に
適
用
さ
れ
る

法
は
、
当
事
者
の
宗
教
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
相
続
に

関
す
る
事
件
が
生
じ
た
場
合
、
同
法
に
よ
り
、
当
事
者
が
仏
教
徒
の
と

き
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
と
き
、
イ
ス

ラ
ム
法
（M

uham
m

adan Law

）
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
の
と
き
に
は
、

ヒ
ン
ド
ゥ
法
（H

indu Law

）
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
統
治

し
ビ
ル
マ
王
朝
が
崩
壊
す
る
ま
で
、
数
々
の
ダ
ー
マ
ダ
ッ
（D

ham
m

at-

hats

）
と
呼
ば
れ
る
法
典
に
成
文
化
さ
れ
て
き
た
（
奥
平
・
前
掲
書
六
七

頁
）。
現
在
で
は
、
ダ
ー
マ
ダ
ッ
の
一
部
の
法
及
び
判
例
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

仏
教
徒
慣
習
法
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法

は
成
文
化
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
は
仏

教
徒
の
み
に
適
用
さ
れ
る
法
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
仏
教
と
の
関

連
性
は
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
は
、
そ
の
時
代
に
応
じ
て

変
化
し
て
き
た
と
さ
れ
て
お
り
、
慣
習
法
の
要
素
が
強
い
と
考
え
ら
れ

る
。
相
続
に
関
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
も
、
ダ
ー
マ
ダ
ッ
の

一
部
の
法
及
び
判
例
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
時
代

を
反
映
し
た
判
例
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
（M

aung M
aung, D

r, 

L
aw

 and C
ustom

 in B
rum

a and the B
urm

ese Fam
ily, M

artinus 

N
ijhoff, 1963, P105-106

）。
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三
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
に
お
け
る
相
続
法

１
　
概
要

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
は
、
相
続
と
し
て
遺
言
を
認
め
て
い
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
は
、
被
相
続
人
が

生
前
に
相
続
に
関
わ
る
者
と
協
議
を
し
て
、
死
後
の
財
産
処
分
方
法
を

決
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
決
定
に
効
力
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
協
議

を
家
族
の
協
議
（fam

ily com
pact, fam

ily arrangem
ent

）
と
い
う
。

被
相
続
人
が
生
前
に
家
族
の
協
議
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
の
定
め
る
原
則
に
従
っ
て
、
相
続
が
開
始
す
る

（
以
下
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
相
続
法
に
つ
い
て
、A

ung T
han T

un, M
yanm

ar 

L
aw

s D
igest, Innw

a Publishing H
ouse, 2001, E M

aung, B
urm

ese 

Buddhist Law
, 1970, M

aung M
aung, Law

 and Custom
 in Brum

a 

and the B
urm

ese Fam
ily, M

artinus N
ijhoff, 1963, S.C

.Lahiri, 

Burm
ese Buddhist Law

（6ed

）, Eastern Law
 H

ouse, 1957

を
参
照
）。

２
　
遺
言

（
１
）
遺
言

　

一
九
世
紀
後
半
、
英
領
ビ
ル
マ
政
府
や
英
領
ビ
ル
マ
裁
判
所
に
よ
っ

て
、
仏
教
徒
が
遺
言
を
伝
統
的
に
行
っ
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
た
。
英
領
ビ
ル
マ
政
府
は
、
遺
言
を
認
め
る
英
領
イ
ン
ド
法
の

導
入
や
、
遺
言
に
関
す
る
法
案
の
承
認
の
是
非
を
検
討
し
、
遺
言
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
遺
言
の
導
入
に
対
す
る
反
対

意
見
が
強
く
存
在
す
る
こ
と
、
仏
教
徒
慣
習
法
が
伝
統
的
に
遺
言
を
認

め
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
遺
言
に
関
す
る
英
領
イ
ン
ド
法

の
導
入
も
、
遺
言
に
関
す
る
法
案
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
英
領

ビ
ル
マ
裁
判
所
も
、
遺
言
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、
調
査
の
結
果
、

仏
教
徒
が
伝
統
的
に
遺
言
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
明
ら
か
な
事
実

は
な
い
と
し
、
仏
教
徒
に
よ
る
遺
言
を
認
め
な
か
っ
た
。
英
領
ビ
ル
マ

政
府
や
英
領
ビ
ル
マ
裁
判
所
の
調
査
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習

法
が
、
伝
統
的
に
、
遺
言
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
に
お
い
て
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
で
は
、
仏
教
徒
は

遺
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
徒
が
遺
言
を
で

き
な
い
理
由
と
し
て
、
遺
言
を
す
る
権
利
は
自
然
権
（natural right

）

で
は
な
く
、
立
法
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
遺
言
に
関
す
る
法
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
仏
教
徒
は
遺
言

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
男
女
が
平
等
で

あ
り
、
婚
姻
中
に
取
得
さ
れ
た
財
産
つ
い
て
も
、
夫
婦
が
平
等
に
権
利

を
有
し
て
い
る
が
、
遺
言
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
配
偶
者
の
一
方
の
み

の
意
思
に
よ
っ
て
婚
姻
財
産
が
不
当
に
処
分
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

夫
婦
の
平
等
な
権
利
を
保
護
す
る
た
め
に
遺
言
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
一
九
二
五
年
相
続
法
（Succession A

ct 1925

）
に
よ
り
、

ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
は
遺
言
の
自
由

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
臨
終
時
の
贈
与

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
で
は
、
贈
与
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
贈

与
の
種
類
の
一
つ
と
し
て
、
臨
終
時
の
贈
与
（death-bed gifts

）
と
い
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う
概
念
が
存
在
す
る
。
臨
終
時
の
贈
与
と
は
、
臨
終
の
状
況
に
あ
る
贈

与
者
が
、
回
復
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
行
う
贈
与
で
あ

る
。
臨
終
時
の
贈
与
は
、
生
存
者
間
の
贈
与
で
あ
り
、
贈
与
者
の
死
亡

前
に
効
力
が
生
じ
、
遺
言
は
遺
言
者
の
死
亡
に
よ
り
そ
の
効
力
が
生
ず

る
た
め
、
遺
言
と
異
な
る
。
裁
判
上
、
臨
終
時
の
贈
与
に
つ
い
て
、
そ

の
効
力
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
現
在
で
は
、

臨
終
時
の
贈
与
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
贈
与
者
は
、
死
亡
後
に
財
産
が

処
分
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
贈
与
を
行
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、

遺
言
に
よ
る
財
産
の
処
分
と
変
わ
ら
な
い
と
し
て
、
臨
終
時
の
贈
与

は
、
無
効
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
で
は
、
臨
終
時
の
贈
与
を
除
く

生
存
者
間
の
贈
与
は
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
贈
与
が
臨
終
時
の
贈
与

で
あ
る
と
証
明
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
贈
与
は
有
効
と
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
死
を
間
近
に
し
た
者
が
贈
与
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
贈

与
が
臨
終
時
の
贈
与
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

贈
与
は
有
効
に
な
る
。

３
　
家
族
の
協
議

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
で
は
、
父
又
は
母
が
、
自
己
の
死
後
、

自
己
の
財
産
を
め
ぐ
り
紛
争
が
生
ず
る
と
判
断
し
た
場
合
、
自
己
の
財

産
に
つ
い
て
相
続
人
と
な
る
者
と
協
議
を
し
て
、
財
産
の
分
割
を
行
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
被
相
続
人
の
生
前
に
家
族
間
の
協
議
に

よ
っ
て
相
続
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
、
家
族
の
協
議
と
い
う
。
又
、

父
母
の
死
後
、
相
続
人
の
間
で
遺
産
の
分
割
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
協
議

も
家
族
の
協
議
と
い
う
。
こ
の
協
議
に
よ
る
財
産
の
分
割
は
、
父
母
が

死
亡
す
る
ま
で
、
実
際
の
分
割
は
行
わ
れ
な
い
が
生
存
者
間
の
贈
与
と

し
て
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
家
族
の
協
議
は
、
父
母
が
遺
産
の
分
割
方

法
を
強
制
し
て
も
、
家
族
が
そ
の
強
制
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
有
効

と
さ
れ
て
い
る
。

　

父
母
の
生
前
に
家
族
の
協
議
が
行
わ
れ
た
場
合
、
父
母
の
死
亡
後
、

協
議
の
決
定
内
容
に
従
い
、
遺
産
の
分
割
が
行
わ
れ
る
。
遺
産
分
割
の

内
容
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

家
族
の
協
議
に
よ
り
分
割
の
対
象
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
財
産
は
、

不
動
産
お
よ
び
動
産
で
あ
る
。
不
動
産
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
場
合
、

財
産
譲
渡
法
（T

ransfer of Property A
ct

）
に
よ
り
、
家
族
間
の
協

議
に
よ
り
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
登
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
定
相
続

⑴
概
説

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
で
は
、
法
定
相
続
に
つ
い
て
、
八
つ
の

原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
則
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

⑴　

卑
属
が
い
る
場
合
、
同
じ
親
等
の
卑
属
（
全
血
だ
け
で
な
く
半

血
も
含
ま
れ
る
）
の
間
に
争
い
の
な
い
と
き
、
卑
属
は
尊
属
に
優

先
す
る

　

⑵　

尊
属
が
相
続
人
に
な
る
場
合
、
そ
の
範
囲
は
制
限
さ
れ
る

　

⑶　

親
等
の
異
な
る
者
の
間
で
は
、
そ
の
近
い
者
を
先
に
す
る

　

⑷　

親
等
の
均
し
い
傍
系
親
族
が
複
数
あ
る
場
合
（
そ
の
関
係
が
同

世
代
の
と
き
、）
そ
の
相
続
分
は
均
等
と
な
る
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⑸　

親
等
の
異
な
る
傍
系
親
族
が
複
数
存
在
し
、
そ
の
間
に
尊
属
卑

属
の
関
係
が
存
在
す
る
場
合
、
卑
属
が
尊
属
に
優
先
し
て
相
続
す

る

　

⑹　

相
続
人
が
不
存
在
の
場
合
で
も
、
相
続
財
産
の
処
理
は
行
わ
れ

る

　

⑺　

一
度
譲
渡
さ
れ
た
財
産
は
、
相
続
財
産
の
対
象
と
さ
れ
な
い

　

⑻　

胎
児
は
、
生
き
て
生
ま
れ
る
場
合
に
限
り
、
相
続
に
つ
い
て
、

す
で
に
生
ま
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

　

以
上
の
原
則
に
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
原

則
は
法
定
相
続
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
原
則
で
は
、
配

偶
者
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法

で
は
、
配
偶
者
が
い
る
場
合
、
配
偶
者
は
常
に
相
続
人
に
な
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
の
原
則
か
ら
、
相
続
人
と
な
る
者
は
、
配
偶
者
と
血
族
と
さ
れ

て
い
る
。
血
族
の
範
囲
は
、
一
定
の
範
囲
の
者
に
限
ら
れ
る
。
配
偶
者

は
、
常
に
相
続
人
と
な
る
が
、
血
族
は
、
被
相
続
人
と
の
親
族
関
係
に

よ
り
順
位
が
定
め
ら
れ
、
先
順
位
者
が
い
な
い
場
合
、
後
順
位
者
が
相

続
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
続
人
に
な
り
う
る
血
族
と
そ
の
順
位

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
順
位　

子

第
二
順
位　

孫

第
三
順
位　

曾
孫

第
四
順
位　

兄
弟
姉
妹

第
五
順
位　

父
母

第
六
順
位　

祖
父
母

第
七
順
位　

甥
姪

第
八
順
位　

叔
父
叔
母

第
九
順
位　

兄
弟
の
孫
（
姪
孫
）

第
一
〇
順
位　

従
兄
弟
姉
妹

第
一
一
順
位　

兄
弟
の
曾
孫
（
曾
姪
孫
）

第
一
二
順
位　

従
兄
弟
の
子
（
従
姪
）

第
一
三
順
位　

従
兄
弟
の
孫
（
従
姪
孫
）

第
一
四
順
位　

従
兄
弟
の
曾
孫
従
姪
孫

⑵　

相
続
人
と
相
続
分

①
配
偶
者

　

被
相
続
人
に
配
偶
者
が
い
る
場
合
、
そ
の
配
偶
者
は
常
に
相
続
人
と

な
る
。
被
相
続
人
と
配
偶
者
と
の
間
に
子
が
い
る
場
合
、
配
偶
者
は
、

子
と
と
も
に
相
続
人
に
な
る
。
配
偶
者
と
と
も
に
相
続
人
に
な
る
こ
と

の
で
き
る
子
は
、
オ
ラ
サ
（orasa

）
に
限
ら
れ
て
い
る
。
オ
ラ
サ
と

は
、
夫
婦
の
間
に
一
番
先
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
り
、
長
男
ま
た
は
長
女

を
指
す
。
配
偶
者
と
子
が
相
続
人
に
な
る
場
合
、
そ
の
相
続
分
は
、
配

偶
者
が
三
分
の
四
、
子
（
オ
ラ
サ
）
が
四
分
の
一
と
な
る
。

　

被
相
続
人
と
配
偶
者
と
の
間
に
子
が
い
な
い
場
合　

配
偶
者
の
み
が

相
続
人
と
な
る
。

②
子

　

以
上
で
述
べ
た
と
お
り
、
被
相
続
人
に
配
偶
者
が
い
る
場
合
、
子
は
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配
偶
者
と
と
も
に
相
続
人
に
な
る
。
被
相
続
人
と
配
偶
者
と
の
間
に
子

が
複
数
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
長
男
ま
た
は
長
女
を
指
す
オ
ラ
サ
の

み
が
相
続
人
と
な
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
は
、
長
男
ま
た
は

長
女
以
外
の
子
を
差
別
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
オ
ラ
サ
が
財
産
を
請
求
で
き
る
の
は
、
息
子
で
あ
れ

ば
、
父
の
代
わ
り
と
な
り
、
娘
で
あ
れ
ば
、
母
の
代
わ
り
と
な
る
た
め

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
父
が
死
亡
し
た
場
合
、
男
の
オ
ラ
サ
は
父
の
代

わ
り
に
家
族
を
扶
養
す
る
た
め
に
、
母
が
死
亡
し
た
場
合
、
女
の
オ
ラ

サ
は
母
の
代
わ
り
に
家
を
維
持
す
る
た
め
に
、
財
産
を
請
求
で
き
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
父
が
母
よ
り
先
に
死
亡
し
た
場
合
、
オ

ラ
サ
と
し
て
財
産
を
請
求
で
き
る
の
は
男
の
オ
ラ
サ
で
あ
り
、
母
が
父

よ
り
先
に
死
亡
し
た
場
合
、
オ
ラ
サ
と
し
て
財
産
を
請
求
で
き
る
の
は

女
の
オ
ラ
サ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
ラ
サ
が
相
続
人
に
な
る
場
合
、
オ
ラ
サ
は
生
存
し
て
い
る
父
又
は

母
に
対
し
て
相
続
財
産
の
四
分
の
一
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
が
配
偶
者
と
と
も
に
相
続
人
に
な
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
一
度
は
相
続
財
産
は
す
べ
て
配
偶
者
に
承
継
さ
れ
、

子
が
相
続
財
産
を
取
得
す
る
に
は
生
存
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
に
対
す

る
請
求
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

オ
ラ
サ
が
財
産
を
請
求
で
き
る
期
間
は
、
父
母
の
一
方
の
死
亡
か
ら

一
二
年
の
期
間
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

父
母
双
方
が
死
亡
し
た
場
合
、
子
が
相
続
財
産
の
す
べ
て
を
相
続
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
子
が
一
人
の
み
存
在
す
る
と
き
、
そ
の
子
が

単
独
で
相
続
財
産
の
す
べ
て
を
相
続
し
、
子
が
複
数
存
在
す
る
と
き
、

年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
全
て
の
子
が
相
続
人
と
な
り
、
相
続
分
は

均
等
と
な
る
。
子
が
複
数
存
在
し
、
子
の
一
人
が
被
相
続
人
よ
り
以
前

に
死
亡
し
た
場
合
、
代
襲
相
続
に
よ
り
そ
の
孫
が
子
の
相
続
分
を
相
続

す
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
で
は
、
相
続
を
目
的
と
し
た
養
子
縁
組

が
あ
り
、
そ
の
養
子
は
キ
ッ
テ
ィ
マ
養
子
（K

ittim
a adopted chil-

dren

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
被
相
続
人
に
キ
ッ
テ
ィ
マ
養
子
が
い
る
場

合
、
キ
ッ
テ
ィ
マ
養
子
も
相
続
人
に
な
り
、
キ
ッ
テ
ィ
マ
養
子
の
ほ
か

に
実
子
も
い
る
場
合
、
キ
ッ
テ
ィ
マ
養
子
も
実
子
も
相
続
人
と
な
り
、

そ
の
相
続
分
は
均
等
で
あ
る
。

③
孫
、
曾
孫
、
ア
パ
テ
ィ
ッ
タ
、
継
子

　

被
相
続
人
の
配
偶
者
が
相
続
の
開
始
以
前
に
死
亡
し
て
お
り
、
被
相

続
人
の
子
も
、
相
続
の
開
始
以
前
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
、
被
相
続
人

の
孫
が
相
続
人
と
な
り
、
相
続
財
産
の
す
べ
て
を
相
続
す
る
。
ま
た
、

被
相
続
人
の
配
偶
者
、
子
及
び
孫
が
、
相
続
の
開
始
以
前
に
死
亡
し
て

い
る
場
合
、
被
相
続
人
の
曾
孫
が
相
続
人
と
な
り
、
相
続
財
産
の
す
べ

て
を
相
続
す
る
。

　

相
続
人
と
な
る
順
位
に
よ
れ
ば
、
被
相
続
人
に
配
偶
者
、
子
、
孫
及

び
曾
孫
が
い
な
い
場
合
、
第
四
順
位
の
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
ア
パ
テ
ィ
ッ
タ
（A

patittha

）
と
呼
ば

れ
る
養
子
が
相
続
人
と
な
り
、
ア
パ
テ
ィ
ッ
タ
が
い
な
い
場
合
、
継
子

が
相
続
人
と
な
る
。
ア
パ
テ
ィ
ッ
タ
と
は
、
相
続
を
目
的
と
し
な
い
養
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子
縁
組
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
な
ど
が
い
な
い
場
合
に
は
、
ア

パ
テ
ィ
ッ
タ
も
相
続
人
と
な
る
。
ア
パ
テ
ィ
ッ
タ
の
相
続
分
は
、
子
に

比
べ
て
少
な
く
、
相
続
財
産
の
二
分
の
一
を
相
続
し
、
残
り
の
財
産

は
、
被
相
続
人
の
親
族
が
相
続
す
る
。

　

被
相
続
人
に
子
、
孫
、
曾
孫
、
ア
パ
テ
ィ
ッ
タ
及
び
継
子
が
存
在
し

な
い
場
合
、非
嫡
出
子
又
は
事
実
婚
の
継
子（illegitim

ate step-children

）

が
相
続
人
と
な
る
。

④
親
族

　

子
、
孫
、
曾
孫
、
そ
の
他
被
相
続
人
と
親
子
関
係
の
あ
る
者
が
い
な

い
場
合
、
順
位
に
従
い
、
親
族
が
相
続
人
と
な
る
。
各
順
位
に
お
い

て
、
相
続
人
が
複
数
存
在
す
る
場
合
、
各
相
続
分
は
、
均
等
で
あ
る
。

　

被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
は
、
父
母
に
優
先
し
て
、
相
続
人
と
な
る
。

こ
れ
は
、
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
は
、
被
相
続
人
と
父
母
を
同
じ
く

し
、
父
母
に
比
べ
て
血
縁
関
係
が
濃
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
理
由
と
し
て
い
る
。

四
　
お
わ
り
に

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
に
関
す
る
相
続
法
で
は
、
遺
言
の
自
由

が
認
め
ら
れ
ず
、
相
続
は
、
家
族
の
協
議
と
法
定
相
続
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
。
遺
言
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
財

産
処
分
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
家
族
の
協
議
に
よ
っ
て
、
相
続
に
関
係
の
あ
る
者
と
の
話
し

合
い
が
必
要
と
な
る
が
、
生
前
に
財
産
の
処
分
方
法
を
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
遺
言
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
問
題

が
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

家
族
の
協
議
は
、
一
般
に
、
相
続
財
産
を
め
ぐ
り
紛
争
が
生
ず
る
可

能
性
の
あ
る
場
合
に
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
法
で
は
、
遺
産
分
割
の
場

に
お
い
て
紛
争
が
生
ず
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
遺
言
の
自
由
を
認
め
ず
家
族
の
協
議
を
認
め
る
こ
と
は
、

相
続
開
始
後
の
紛
争
を
回
避
す
こ
と
に
お
い
て
、
合
理
的
な
制
度
で
な

い
か
と
考
え
る
。

　

法
定
相
続
で
は
、
八
つ
の
原
則
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
、
被

相
続
人
の
配
偶
者
が
常
に
相
続
人
と
な
る
こ
と
も
重
要
な
原
則
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
。
配
偶
者
の
相
続
分
が
多
い
こ
と
、
相
続
人
と
な
り
う

る
血
族
の
範
囲
が
広
い
こ
と
、
相
続
人
と
な
る
順
位
と
し
て
兄
弟
姉
妹

が
親
に
優
先
す
る
こ
と
な
ど
、
日
本
法
に
お
け
る
相
続
法
と
の
違
い
が

み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
日
本
法
と
異
な
る
部
分
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
特

有
の
考
え
方
が
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒

慣
習
法
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
続
け
て
い
る
。
今
後
に
お
け
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
社
会
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
形
で
法
に
影
響
を
与
え
る
か

注
目
し
続
け
た
い
。

　

最
後
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
慣
習
法
及
び
そ
の
相
続
法
に
つ
い
て
、

懇
切
に
ご
指
導
下
さ
っ
たU
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 Sein

先
生
に
心
か
ら
感
謝
の
意

を
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し
上
げ
た
い
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